
４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆６月２１日は「夏至」。１年の中で太陽が空の最も北寄りを通り、北半球では太陽の南中高度が一番高

くなります。昼間の時間が長くなるので、梅雨空と相まって星空を楽しみにくい時期ですね。 

☆夕方西の空高くに宵の明星「金星」が見えています。６月４日に東方最大離角を迎え、太陽から最も

離れた状態になりますので観察の好機です。金星の近くに見える赤い星は「火星」です。 

☆星空は、少しずつ春から夏へと移り変わってきました。南の空少し西寄りには「春の大三角」、そして

東の空には「夏の大三角」が見えています。春の大三角は正三角形に近い形ですが、２つの１等星と１

つの２等星でできていますので、少し結びにくいかもしれません。夏の大三角は３つとも１等星。星図

では歪んで表示されていますが、直角定規のような形です。２つの大三角を見比べてみましょう。 

プラネタリウムや観察会の時間、休館

日、宿泊の予約など詳しい情報につい

てはホームページ＆Facebook で 

チェック。Youtube も開設。 
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2023 年６月の星空 
 

ププララネネタタリリウウムムでで  
生生解解説説中中 

６月の月の暦 

満月  ４日 

下弦 １１日 

新月 １８日 

上弦 ２６日 


